
 

 

「ケーブルテレビシステムの技術的条件」のうち「ケーブルテレビにおける超高精細度テ

レビジョン放送の導入に関する技術的条件」の検討開始について（案） 

 

１．検討開始の背景 

放送・通信分野において、新たな映像符号化方式や伝送路符号化方式等に関する研究

開発や標準化が進展している。超高精細な映像によるテレビジョン放送に関する国際標

準の策定も行われており、放送の高画質化への取組が世界的に加速している。 

また、ケーブルテレビ分野に関しても、我が国の全世帯の過半数が加入するという状

況に至っており、放送のみならず多様なサービスを提供する重要な情報通信基盤の一つ

として発達してきた。しかし、ＯＴＴなどの他の映像配信サービスとの競争が激化する

ことが、予想され、更なる視聴者の高度なニーズへの対応も不可欠である。 

このような状況の下、総務省では平成２５年６月、超高精細な映像を活用した放送を

早期に実現するため、「放送サービスの高度化に関する検討会」において、ロードマップ

を策定・公表した。 

本年６月からは、昨年「放送サービスの高度化に関する検討会」において策定したロ

ードマップに沿った４Ｋの試験放送が衛星放送、ケーブルテレビ、ＩＰＴＶにおいて開

始されるなど、４Ｋ放送の普及促進に向けた積極的な取組が進められている。  

さらに、「４Ｋ・８Ｋロードマップに関するフォローアップ会合」において、同ロード

マップ策定以降の状況変化を踏まえつつ、４Ｋ・８Ｋサービスの早期実用化に向けて着

実に取組を進めるため、「４Ｋ・８Ｋ推進のためのロードマップ」を新たに策定するため

検討中である。 

このような背景を踏まえ、ケーブルテレビの高度化及び普及促進を図るため、必要な

技術的条件の検討を開始するものである。 

 

２．検討内容 

平成１８年９月２８日付け諮問第２０２４号「ケーブルテレビシステムの技術的条件」

のうち「ケーブルテレビにおける超高精細度テレビジョン放送の導入に関する技術的条

件」 

 

３．検討体制 

既存の放送システム委員会（主査：伊東 晋 東京理科大学理工学部教授）において

検討を行う。 
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４．一部答申を予定する時期 

平成２６年１２月頃 

 

５．一部答申後の行政上の措置 

関係省令等の改正に資する。 

 


